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2 特集　「Spring has come.
　　　　　　　図書館利用案内」

4新年度　図書館長挨拶
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　新入生の皆さん、ご入学まことにおめで
とうございます。
　在学生の皆さん、また一緒に勉強できる
ことを嬉しく思います。

　このたび附属図書館長を拝命した伊藤で
す。ふだんは文学部で哲学の授業をしてい
ます。専門はカントやショーペンハウアー
を中心とする近代ヨーロッパ哲学です。
　趣味は古本屋めぐりで、特技は破れた
ページの補修です。あと、クラシック音楽
が好きですが、これもアナログな音である
ほど心ひかれます。この種の話は、またい
つか致しましょう。

　さて、本学の附属図書館としては、中央
図書館、理工学部フレイザー図書館、看護
学部白樺図書館、法科大学院図書室があり、
短大には香峯（かほう）図書館があります。
　全体で蔵書は 100 万冊を超え、オンラ
インジャーナルも多数利用できます。非常
に恵まれた環境といえます。ぜひ、皆さん
に使ってほしいと願っています。

　私は今、この文章を中央図書館で書いて
います。さきほど館内で３つの素晴らしい
ものを目にしました。

　第１に、勉強する学生の姿です。
　２階・３階の閲覧ルームでは “窓ぎわ”
が人気のようです。たしかに桜並木を見下
ろしながらの読書は心地よいことでしょ
う。　本を広げて真剣に考えている姿、ノー
トパソコンで何かを必死に書いている姿

は、絵になります。
　４階には貸し切りの個室もありますが、
２階のブラウジングルーム（音楽の視聴、
雑誌の閲覧ができます）も人気です。陽当
たりのよい広間で、飲み物で喉を潤したり、
軽食をとったりして一息つけるのは、最高
の贅沢といえます。
　学生自身はもとより、開かれている本ま
でも輝いて見えるのは気のせいでしょう
か。

　第２に、図書館を支えるスタッフの心配
りです。
　１階ロビー左手には、「今日のことば」
を記したボードが立ててあります。世界の
名言を紹介していて、毎日これを見るだけ
でも新しい知識が得られるでしょう。
　その後ろにある複写コーナー付近には、
４月現在、「卒業までにしたい 100 のこと」
というテーマで、書籍展示も行われていま
す。
　振り返って、ロビー右手に行くと、本学
創立者が戦後間もないころ（年齢的には学
生の皆さんと同じ 20 歳前後のころ）に読
んだ書籍が、「若き日の読書」として展示
されています。
　２階閲覧ルームの机の上には、不要新聞
を折って作った “消しゴムかす入れ” まで
用意してあります。

　第３に、知を伝達・発信しようとする学
生の創意工夫です。
　２階の廊下には、Soka Reading Project
という学生有志チームによる「推薦図書
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コーナー」が設置されています。手作りの
推薦ポップが、それぞれの本の魅力をコン
パクトに伝えています。そこからは、推薦
した学生の心も伝わってきます。

　人間は、知識の受信者である時よりも、
発信者である時のほうが、その知識をいっ
そうよく吸収するそうです。自分の学んだ
ことを誰かに伝えたい。その思いの強さが、
いわば磁石のように知識を吸い寄せるので
す。
　図書館はまさに学びの磁場（マグネット
フィールド）です。先輩や同級生がどんな
本を推薦しているか、ぜひ見に来てくださ
い。あなたの秘められた磁力が目覚めるか
もしれません。
　 ち な み に Soka Reading Project で は、
インスタグラムも開設しているので、見て

みてください。

　この挨拶文の依頼を受けたとき、最初は
「図書館とは何か？」について、哲学の観
点から論じたいと思っていました。ここ１
か月ほど、日本や世界の図書館事情につい
ても、わずかながら勉強してみました。
　文章の構成も考えて、いざ図書館に来た
のですが、いま述べた３つを目にして、書
くことを急きょ変更しました。私自身の考
えている図書館の使命や未来については、
また機会を改めてお伝えしたいと思いま
す。
　
　皆さんを図書館でお待ちしております。

2024 年 4 月 8 日
中央図書館にて

伊藤 貴雄文学部   教授
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教職員
大学院生
大学院所属学生
学部生
短大生
別科・留学生
その他学部所属学生
通教生
退職教職員
その他学外利用登録者

4週間

貸出不可1週間2週間

4週間

10冊

上限冊数※1
貸出期間※2

図書 視聴覚※3 雑誌

1週間 1週間※4

4週間
4週間

1週間
1週間
1週間

貸出不可
貸出不可
貸出不可

利用者

30冊

20冊

10冊
30冊

※ 1

※ 2
※ 3
※ 4

上限冊数は、中央図書館、理工学部フレイザー図書館、法科大学院図書室、短大香峯図書館、
看護学部白樺図書館、すべての資料（図書・視聴覚資料・雑誌）の合計冊数を意味します。
短大図書を借りた場合の貸出期間は、教職員・学生ともに２週間となります。
視聴覚資料は、ＣＤのみ３点まで貸出できます。
最新号は館内閲覧（複写不可）のみの利用となります。統計、法律資料も雑誌と同様、
１週間借りることができます。
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　中央図書館 1 階 ラーニング・コモンズにて、Soka Reading Project （SRP）主催のビブリオバトルイベントを開催しました。
　当日は、4 名の学生がバトラー（出場者）としておすすめ本を紹介、熱いバトルを繰り広げました。全員の発表の後、参加者による「一番
読みたくなった本」への投票で、創価女子短期大学 1 年当時の深谷麗さんが紹介した『えんとつ町のプぺル』( にしのあきひろ著 ) が見事、
今回の「チャンプ本」に選ばれました。
　今回のビブリオバトルは、Soka Book Wave 全学読書運動を推進する Soka Reading Project （SRP）の学生が企画・準備・運営の全てを担当
しました。
　担当した SRP の学生の声です。

「学生に限らず教職員や市民利用者の方にも
お越しいただき、とても活気のあるイベント
になりました！」

　ハイブリッド型総合書店 honto 販売企画部マ

ネージャーの髙橋亜悠子氏を講師にお迎えし、中

央図書館で講演会「サバイバル出版業界～印刷・

書店業界の視点から～」を開催しました。

　髙橋氏は、出版業界全体の概要、ハイブリット

型総合書店「honto」の「本のガチャ」をはじめ

とした取り組みを紹介しました。

　髙橋氏は学生時代から現在までのご自身のキャ

リアや経験をふまえ語り、参加者との有意義な交

流のひとときになりました。

2023/12/22

2023/11/29 2024/1/25

2023/12/6

　中央図書館 1 階ラーニング・コモンズにて
読書会「絵本ブッククラブ」を開催しました。

～万葉集の美を
　　　　　家持の歌で味わう～

行楽と歌の楽しみ

　Zoom によるオンライン形式で、SPACe 日本語ライティングセ

ンター× SOKA BOOK WAVE イベント「行楽と歌の楽しみ～万葉

集の美を家持の歌で味わう～」を開催しました。講師の鈴木道代

准教授（学士課程教育機構）は「古代の人々はなぜ行楽を歌に詠

んだのか」、「大伴家持は美しい景色をどう詠んだのか」について、

写真や絵を用いながら説明しました。

絵本ブッククラブ

　当日は参加者がグループに分かれて、絵本 2 冊を選び、感想を
述べ合ったり、内容を深め合ったりしました。
　最後に、グルーブごとにディスカッションの内容を共有しました。
参加者からは

「絵本研究などをしてみたいと感じていたので、今日のブッククラ
ブに参加することができてよかったです」
等の感想が寄せられました。

講演会
サバイバル出版業界
～印刷・書店業界の視点から～

読書会

ビブリオバトルイベント

　Soka Reading Project（SRP）のインスタグラ
ムを開設しました！
　日々の活動の様子や、イベントのお知らせなど
も発信していきます。フォローよろしくお願いし
ます！



〒 192-8577　東京都八王子市丹木町 1-236〒 192-8577　東京都八王子市丹木町 1-236
https://lib.soka.ac.jphttps://lib.soka.ac.jp
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新入生の皆さまへ

　２０２４年度は 5 月より「書庫利用講習会」を開催いたします。
中央図書館の書庫を利用する入庫資格を希望される方は、この講習会を受講してください。
一度受講すると、入庫資格は在籍期間中（卒業まで）有効です。
　開催日時、申込方法などの詳しい情報は、学内ポータルサイト、図書館ウェブサイトなどでお知ら
せいたします。

１０：００～１７：００

９：００～２１：００ 休館

８：３０～２１：００
中央図書

館

開館日程
です

書庫利用講習会のお知らせ

　新入生の皆さま、ご入学おめでとうございます。
創価大学図書館は約１００万冊の資料を所蔵しており、中には池田文庫や創立者著作コレクションな
ど貴重な資料も数多く収められています。
　またオンラインで利用できる、学習に便利な多種多様のデータベースも取り揃えています。
必要な資料の探し方、データベースの利用の仕方など図書館の利用でお困りの際には図書館スタッフ
へお気軽にご相談ください。


